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『訪問看護と介護』を
毎号チェックするなら、
「年間購読」がオススメです！

お支払い方法
◦ゆうちょ銀行支払い
◦コンビニエンスストア支払い
◦クレジットカード決済
※�弊社特約店およびお近くの書店でもお申込みできます。
※�「クレジットカード決済」でお申し込みいただくと、翌年以降も自動継続となり、更新のお
手続きがスムーズになります（クレジットカード決済の対象は、「冊子版」「冊子版＋電子版」
の購読形態を選択されている方のみ）。

お問い合わせ
年間購読に関するお問い合わせは、
医学書院販売・PR部まで（☎03-3817-5659）。

バックナンバーのご注文について
▶2018年8月号以降のバックナンバーは、
医学書院販売・PR部まで。
☎03-3817-5659　Fax03-3815-7804
または本誌内の購読申込書にてご注文ください。

▶2018年7月号以前のバックナンバーは、
㈱東亜ブックまで。
☎03-5947-4781　Fax03-3923-4539
http://wwww.toabook.com

冊子のみの年間購読なら、
1冊ずつ購入するより総額30%もおトク！
約5800円＝3.7冊も
おトクになる計算です。
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発行後、送料無料でお届け。

　　すぐに手に入る！

「電子版」なら、2000年（vol.5）以降の
バックナンバーも読み放題！
1年分の料金で20年間の記事が読み放題。
ご覧いただける総冊数で換算すれば、
1冊約60円。
キーワードで読みたい話題を
1発検索できます。

お申込方法
お電話で！
医学書院販売・PR部  03-3817-5659
ファックスで！
本誌内の「購読申込書」にてご注文ください。

インターネットで医学書院ウェブサイトから！
https://www.igaku-shoin.co.jp/
journalOrderSelect.do

［特集］
ポケットエコーは在宅ケアで 
こう使える！
現場でどう使うか、現場はどう変わるか
［特別記事］
ビュートゾルフを見て、考えたこと
｜岩本大希

2020年 4月号
vol.25 no.4

［特集］
施設看取りを実践しよう
「介護スタッフへのサポート」が求めら
れている
［新連載］
家でのこと
｜�高橋恵子

2020年 1月号
vol.25 no.1
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⃝2019年12月号（vol.24 no.12） ［特集］どうすりゃいいんだ、横綱級困難ケース
⃝2019年11月号（vol.24 no.11） ［特集］特定行為研修修了者がいる在宅現場が見たい
⃝2019年10月号（vol.24 no.10） ［特集］在宅褥瘡ケア、ここを意識するとこう変わる
⃝2019年9月号（vol.24 no.9） ［特集］訪問看護師が介入できる高齢者のポリファーマシー 「減らしたい」って言っていい！

⃝2019年8月号（vol.24 no.8） ［特集］在宅でがん患者を看取る 体調の変化の「ちょっと先」を予測し、備えよ

⃝2019年7月号（vol.24 no.7） ［特集］その症状、もしかして「せん妄」？ 認知症の悪化やうつ病と似ているけれど、回復するんです

A C K  U M B E R

バックナンバーのご案内

［特集］
在宅高齢者によく処方され
ている薬
〝現場的要点〟をまとめました

●❶抗コリン薬
｜松島和樹
●❷下剤（浣腸を含む）
｜柏﨑元皓
●❸胃薬
｜佐々木淳
●❹降圧薬・利尿薬（高血圧治療薬）
｜佐々木淳
●❺認知症をもつ人への薬
｜水上勝義
●❻ 認知症治療薬／向精神薬／睡眠薬／抗

精神病薬
｜髙瀬義昌

［新連載］
物語で紡いでいく在宅ケア　
いえラボからの活動だより

2020年 7月号
vol.25 no.7

［特集］
心不全在宅管理
ケアと治療をつなげる「翻訳」スキル
［レポート］
「いえラボ」と「家でのこと」

ケアと物語を紡いでいくコラボレー
ション !

2020年 6月号
vol.25 no.6

［特集］
「喪失」に直面する 

人へのケア
［インタビュー］
ななーる訪問看護ステーション
｜勝眞久美子

2020年 5月号
vol.25 no.5

［特集］
ユマニチュードで 
認知症ケアがつながる
地域での成果と可能性
［特別記事］
看護教育カリキュラム改正と在宅看護
｜山田雅子

2020年 3月号
vol.25 no.3

［特集］
訪問看護師の臨床推論
私たちはどういうプロセスで�
考え、判断しているか
［座談会］
「訪問看護の『臨床推論』は

伝えられるか」
｜�清水奈穂美・小瀬文彰・佐藤直子

2020年 2月号
vol.25 no.2
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